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京浜港湾事務所

工 事 名

工事内容

●工事区分　護岸(防波)の築造工事は、下記の2件に分けて進めます。

●工事の流れ  本工事は、下記のような流れで進めていきます。

横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業 工事レポート

南側
横浜港新本牧地区護岸(防波)

南側築造工事
若築・りんかい日産・不動テトラ

特定建設工事共同企業体
R3.2.17 ～ R4.8.31

施工会社工期工事名

横浜港新本牧地区護岸(防波)南側築造工事

横浜港新本牧地区護岸(防波)の整備を行います。

横浜港新本牧地区護岸(防波)東側築造工事

東側

新本牧ふ頭の南側の護岸を担当。盛上り土砂撤去、基礎工、RCケーソン製作・据付及びケーソン据付を施工します。

新本牧ふ頭の東側の護岸を担当。盛上り土砂撤去、基礎工及びケーソン据付を施工します。

R3.2.16 ～ R4.8.31
横浜港新本牧地区護岸(防波)

東側築造工事
東洋・あおみ・株木

特定建設工事共同企業体

横浜港国際海上コンテナターミナル再編整備事業

年度 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

岸壁(水深18m)

護岸(防波)

防波堤

荷さばき地

道路

本工事

▽工程表

南側
東側

▽（新本牧ふ頭）施工位置図

東京湾

横浜駅
川崎駅

横須賀駅

久里浜駅

▽新本牧ふ頭位置図

盛上り土砂撤去準備工 基礎工 ケーソン据付

RCケーソン製作

ケーソン据付後の全景(令和4年6月)ケーソン据付の様子(令和4年6月)

隅角部１函
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若築・りんかい日産・不動テトラJV

瀧口さん

担当技術者の瀧口です。

気象・海象条件の把握や隣接工区との作業船

調整など日々の施工管理に努めています。

ケーソン据付

【ケーソン据付の流れ】

①ケーソンを吊り上げた起重機船を現場海域までえい航し、所定の位置に配置します。

②起重機船や作業員の誘導により、ケーソンを基礎マウンドの上に据え付けます。

③測量を行い、規定の精度におさまっているか確認します。

東洋・あおみ・株木JV

植木さん

担当技術者の植木です。

他工区の作業船の配置や、気象・海象などの現

場の状況を事前に把握し、安全に作業ができるよ

うに努めます。

①ケーソンえい航状況

③測量状況

②誘導状況
③測量状況


